
 

 

 

 

 

☺A ちゃんのおとうさんより 

思わず号泣した最高の卒園式から３日。ご無沙汰しております。 

今朝、娘が「○○先生と遊ぶ夢を見てた。楽しかった～」 

と言って飛び起きました。 

その後は、「あと 1000 回幼稚園に行きたかった～だったら先生やお友達

ともっと遊べるのに。」とのわがままから始まり、今日一日は、今まで幼稚

園で歌った歌をオンパレードで歌っていました。 

思い出のアルバムを歌われた時には、卒園式を思い出し思わず、ウルル・・

となってしまいました。 

卒園式の次の日、年中さん、年少さんを迎えに行くパンダバスを自宅から

見て、自分がもう幼稚園には通園しない現実を実感したようでした。 

娘にとっての白川台幼稚園は、家庭とはちがうもう一つの生活の場であり、

学びの場であり、社会生活の場でした。 

娘の心に最高の想い出として残るはずです。 

先生方手作りのアルバムも我が家の宝物になりました。 

３年間、本当にお世話になりました。ありがとうございました。 

追伸 

娘曰く、幼稚園の体操服はこれからはパジャマにしてずっと着るそうです。 

 

 

 

幼稚園を卒業された保護者の皆様からいただいた 

～心あたたまるメッセージ～ 
（一部内容は変更させていただいております。） 

 


